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大別される 7 章から構成されている。1 つ目は，第 1
章「社会自由主義国家：多元主義的経済社会に向け
て」で，ブラジルの開発政策の変遷と社会自由主義












































































する可能性を示す sheepskin effect について考察し
ている。それらの方法論に基づくミクロの実証分析
として，第 2 章でブラジルの教育の収益率を，第 3
章で男女間賃金格差を検証している。第 2 章では，
1996 年と 2006 年の全国家計調査（PNAD）データ
を用い，初等，中等，高等教育の各段階でどのよう
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『ウーゴ ･ チャベス： 
ベネズエラ革命の内幕』
メキシコ在住のイギリス人ジャーナリストによる，
メキシコ麻薬犯罪組織の実態と勢力拡大の背景に迫
るルポルタージュ。麻薬戦争の当事者は，プラサと
呼ばれる麻薬売買のテリトリーをもつ複数のカルテ
ルと，警察・軍である。著者によれば，新興カルテ
ルのセタが軍の特殊部隊元兵士を取り込んで組織を
強化し，シナロア・カルテルのプラサを侵食したこ
とにより，戦争の火ぶたが切って落とされた。血で
血を洗う争いは激化の一途をたどり，敵をたたく手
段は日に日に凄惨の度合いを増した。
戦争が一向に終結の兆しをみせない理由として，
著者は次のような点を挙げる。第一に，麻薬を求め
る豊かな米国社会と中南米の貧しい麻薬栽培農家の
存在により，麻薬取引には莫大な利益が約束されて
いること。第二に，資金力にまかせた買収により，カ
ルテルの影響力が警察や軍内部に深く浸透しており，
武力制圧の効力をそいでいること。第三に，貧困の
まん延がカルテルの戦闘員，麻薬栽培農家，容易に
買収される警官・軍人を際限なく生み出す土壌となっ
ていること。第四に，極端な格差の存在が貧しい人々
の間に社会秩序に挑戦するカルテルを英雄視する文
化的風潮を生み出していること。
著者は，麻薬戦争を終結させる方法として，マリ
ファナなどの合法化を提起する。合法化し，売買を
管理することで，麻薬取引を莫大な利益を生まない
普通のビジネスに変え，犯罪組織の資金源を絶つこ
とが可能と考えるためである。この点について読者
の賛否は分かれるだろう。
メキシコでは，書店にコーナーができるほど，麻
薬犯罪組織について数多くの本が出版されている。
本書は，問題の根をメキシコの歴史，社会，文化，
経済に求める点で，センセーショナルな取り上げ方
をする類書とは一線を画している。その意味で翻訳
の労に値する，広く読まれていい本である。
 （星野妙子）
現代企画室　2014年　417ページ
ヨアン・グリロ著　山本昭代訳
『メキシコ麻薬戦争　アメリカ大陸を引き
裂く「犯罪者」たちの叛乱』
